
国見町図書館資料収集方針 

 

１．基本方針 

 国見町図書館の資料収集は、国見町図書館の基本的運営方針の達成のために、利用者の要

望や地域の実情、社会の要請に十分留意しつつ、必要となる十分な量の資料を計画的に収集

します。 

 

２．資料別収集方針 

（１）一般図書 

①各分野にわたり、基礎的・入門的な図書から専門図書まで幅広く収集します。ただし、

学習参考書や各種試験問題等は原則として収集しません。 

②利用者が日常生活に必要な実用書をはじめ、教養や娯楽、趣味等幅広く収集します。た

だし、ギャンブルを奨励するような図書やノベライズは収集しません。 

（２）児童図書 

①子どもたちが本に親しむことができるような図書や、豊かな心を育むことができるよう

な図書を収集します。 

②小中学校の「調べ学習」に対応できるような各分野の資料を収集します。 

③時代を超えて高い評価を得ている図書、利用者ニーズが高い図書、新刊の最良書を収集

します。 



（３）参考図書（レファレンスブック） 

調査研究を行うために必要な辞書・事典・図鑑・年鑑・統計等を各分野にわたり収集し

ます。 

（４）郷土資料 

国見町に関するもので、地域の歴史・社会・文化等に関する文献資料を中心に収集しま

す。 

（５）地方行政資料 

国見町に関するものを中心に幅広く収集します。特に東日本大震災や福島原発事故に係

る記録とこれまでの復興に関する資料は積極的に収集します。また、関係行政機関の公刊

された資料も必要に応じて収集します。 

（６）新聞 

  地方紙を中心に収集します。また、地域社会に役立つ専門誌や機関誌も、必要に応じて

収集します。 

（７）雑誌 

  各分野における基本的雑誌で、生活、教養、娯楽、趣味等に役立つ一般誌、児童および

青少年向けのものも収集します。また、地域社会に役立つ専門誌も必要に応じて収集しま

す。 

（８）視聴覚資料 

  可能な範囲で趣味、教養、娯楽、文化芸術、スポーツ等の基本的な作品を収集します。 



（９）障がい者サービス資料 

 ①大活字本を中心に、身体に障がいがある人が利用できる資料を収集します。 

 ②点字資料、録音図書については、可能な限り収集に努めます。なお、福島県点字図書館

等との連携を図ります。 

（１０）漫画 

①可能な範囲で芸術性の高いもの、定評のあるもの、時代を表現したものを収集します。 

②ストーリー漫画（コミックス）は原則として収集しません。ただし、刊行が既に終了し

ている上記①のものは収集に努めます。 

③購入は活字資料や書架のバランスを考慮し、活字資料を優先します。 

（１１）寄贈資料 

  寄贈される資料は、寄贈者の意志を尊重し、かつ本方針に準拠して受け入れします。た

だし、実際の受け入れにあたっては書架のバランスを考慮します。 

 

３．資料収集についての留意点 

（１）多様な対立する意見のある問題については、それぞれの観点にたつ資料を幅広く収集

します。 

（２）著書の思想的・宗教的・党派的立場にとらわれて、その著作を排除しません。 

（３）図書館員の個人的な関心や好みによって、収集の自由を放棄したり紛糾をおそれて自

己規制しません。 



（４）個人・組織・団体からの圧力や干渉によって、収集の自由を放棄したり紛糾をおそれ

て自己規制をしません。 

（５）寄贈資料の受け入れにあたっても同様に対処します。 

（６）収集した図書館資料が、どのような思想や主張をもっていようとも、それは図書館及

び職員が支援していることを意味するものではありません。 

 

４．蔵書の除籍・更新 

図書館は、常に新鮮で適切な資料構成を維持し、かつ充実させるために資料の除籍及び更

新を行います。 

利用者が直接資料に接する開架書架は、常に利用される図書で構成します。配架する資料

の量を適切にして、利用しやすい環境を確保します。 

利用頻度の落ちた資料や、新たな資料によって代替できる資料、古くなった資料価値の乏

しい資料は、臨時に書庫に移します。 

資料全体を見極め、将来の利用を予測して資料価値の無くなった資料や長期にわたってよ

く利用される資料が、破損などのために利用に供せなくなったときは除籍します。 

なお、可能な限り同一資料の買い替えなど更新に努めます。 

 

５．利用者の要望や意見の尊重 

 利用者から要望される資料は、貴重なご意見としてとらえ、類書の有無や今後の利用見込



み、出版年などを検討材料にして判断し、可能な範囲で収集し、提供するように努めます。 

 

６．資料選択の組織 

 資料の選択は、利用者サービスに従事する国見町教育委員会生涯学習課担当職員と司書が

あたります。収集する資料の選定調整は、「資料選定会議」（館長・社会教育指導員・子ども

移動図書指導員・生涯学習課担当職員・司書）による合議により行います。 

 資料選択の最終決定は、国見町教育委員会教育長の承認を得て図書館長（以下、「館長」

という。）が行います。 

 収集した資料の利用状況等について、検討し資料選択に生かしていきます。 

 

７．その他 

 この方針に定めるもののほか、資料収集に関する事項については、館長が別に定めます。 


